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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 福祉わんど

住 所 大阪府大東市寺川3丁目1番27号

2711901278

土山沙輝子

令和5年度電話番号 072－800－8501

【活動場所】
あ大東市立野外活動センター　キャンピィだいとう
【実施日程】
あ毎週火・金曜日
【実施した生産活動・施設外就労の概要】
あ施設内のトイレ清掃
【利用者数等】
あ毎回２名で対応

【ねらい】
あ・一般就労、社会参加に向けた意欲、体力の向上
あ・生産高向上による利用者賃金への還元
【メリット（地域）】
あ・多様な人々がはたらくことができるという理解促進
【メリット（対象者）】
あ・自己効力感の涵養

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 特定非営利活動法人 大東市青少年協会 担当者名 中澤 亮

・対応するメンバーが固定化する傾向にある。

キャンプ場の清掃作業において、常に礼儀正しく、丁寧に取り組んでくれています。彼らの仕事ぶりは、私
たちの施設の美しさと快適さに大きく寄与しています。
キャンプ場の清潔さは、彼らの熱心な努力と協力の賜物です。彼らがキャンプ場を掃除してくれることで、
私たちの利用者は気持ちよく過ごすことができ、自然との共存が実現されています。

・開始当初は４名以上で対応していたが、効率よく作業
・できるようになったため、現在は２名体制で対応して
・いる。
・指示がなくても自身で判断できる力を養えた。

様式１


